
２階のスタジオから火が・・・避難訓練を行いました
11月８日（金）11時より富山県聴覚障害者センターの２階スタジオから出火を想定した

避難訓練を行いました。富山市消防局の方に立ち会って頂き、高齢部交流サロンの参加者

に避難の協力をしてもらいました。避難訓練の流れは、①スタジオ内の電気設備の不具合

による火災発生し、警報器感知 ②施設長が出火場所の確認など職員に指示 ③出火を確

認したら、消火器にて消火活動、消防署に連絡、「避難してください」と電光文字板など

館内放送を流すなど職員がそれぞれ行動をする ④一

方、職員が館内利用者を館外に誘導する、といったもの

です。久しぶりの避難訓練のためか、職員の行動がスム

ーズではありませんでしたが、本番さながらに一生懸命

行動しました。訓練後、消防局の方が利用者と職員に対

して「実際に火事になっても落ち着いて行動してくださ

い」とコメントを頂きました。

「１１０番アプリ」、全てのスマホでの運用が可能に！
本紙の11月号に掲載しました警察庁の緊急通報「１１０番アプリ」の案内について、11

月11日にiSO版の「110番アプリ」がダウンロード可能になり、全てのスマホでの運用が可

能になりました。iPhoneのスマホのアプリ一覧の中から「App store」アプリで「110番ア

プリ」と検索して、ダウンロードにしてください。聴覚や音声言語に障害者のある方、11

0番通報が困難な方を対象にしていますのでご注意願います。

★センター運営募金・募集

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

よろしくお願いします。

センター利用の実績 10月21日～11月20日

●来所者合計約６１１名
聴障者約２３８名、健聴者約３７３名

●コミュニケーション支援 １２８件
●ライブラリー貸出 ５件１６本
●相談対応１１件 ●部屋貸出４６件

2019年度前期分の字幕付映像（ＤＶＤ）が新しく入りました。
下記の通りDVD21本が新しく入りました。センターのエレベーター前のラックに並べてあります。
『世界遺産 小笠原諸島 日本』
『ろうを生きる難聴を生きる』４本
「人とのふれあいが仕事の原動力」「絵日記が育む家族のことば」

「プロの料理人を目指して ～調理師免許が取れるろう学校～」

「聞こえないキックボクサーの挑戦 郷州征宣」

『ＮＨＫ高校講座 家庭総合』４本
「子どもの笑顔を守るには～子どもの権利と福祉～」「安心して歩める人生って？～社会保障制度～」

「ともに暮らす ともに支え合う～共生社会～」「自分らしさって？～性的マイノリティ～」

『グッドドクター』 10巻
『おはなしのくに』 ２本 「ジャックと豆の木」「大きなかぶ」

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

http://www.tomichokyo.or.jp



